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研究成果の概要（和文）： 
  紅藻類コブイシモの有するルリサンゴ幼生における変態現象に関わる新規マクロリド
luminaolideの単離・構造決定に成功した．この新規変態誘因物質 luminaolide（25.6 ng/mL）は
コブイシモ抽出物が有する変態誘引活性を 25.9 ± 7.4%から 92.6 ± 2.9%に増強させる役割があ
ることが判明した． 
 またタヤマヤスリサンゴ幼生の変態誘引物質 11-deoxyfistularin-3による構造活性相関研究に
おいて，そのファーマコアが 2つのスピロイソオキサゾリン骨格であることが判った．さらに
スピロイソオキサゾリン骨格内のヒドロキシル基が，サンゴ幼生変態現象において重要な役割

を果たしていることが判明した． 
 
 
研究成果の概要（英文）： 
  A new metamorphosis-enhancing macrodiolide, luminaolide, was isolated from the crustose 

coralline algae (CCA) Hydrolithon reinboldii. Its structure was determined by 

spectroscopic analysis. A fraction (1.30 μg/mL) eluted with 80% aqueous MeOH by ODS gel 

column chromatography of the same CCA extract induced larval metamorphosis (25.9 ± 7.4%) 

against Leptastrea purpurea, and its metamorphosis-inducing activity was further enhanced 

to 92.6 ± 2.9% with the addition of 1 (25.6 ng/mL). 

  Furthermore, eight bromotyrosine derivatives including 11-deoxyfistularine-3 were 

prepared and tested for their metamorphosis-inducing activity against larvae of 

scleractinian coral Pseudosiderastrea tayamai. The following structure-activity 

relationships were noted: (i) two spiroisoxazolin moieties are essential, tyramine 

derivetive between both spiroisoxazolin moieties is not essential for the activity. (ii) 

Two hydroxyl groups in each spiroisoxazolin moiety are important for the activity.  
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１． 研究開始当初の背景 
 
海洋付着生物の幼生から成体（ポリプ）へ

変態する際，他の海洋生物からの刺激を受け

ることは古くから知られていた．造礁サンゴ

の場合，様々な紅藻類（無節サンゴモ）や海

洋バクテリアの溶媒抽出物が着底・変態現象

を引き起こし，それら海洋生物に誘引物質が

含まれると考えられている．  
しかしながら物質レベルでの現象解明は

1997 年の Morse らと 2007 年の我々の報告
の二報のみであった． 
 申請者は，これらサンゴ幼生の変態現象に

着目し，その現象に関わる化学物質の構造決

定・作用機構の解明を行なった． 
 
 
２． 研究の目的 
 
研究の目的を大きく２つとした． 
 
1）2属 3種のサンゴ幼生を用い，その幼生の
変態誘引物質の単離・構造決定． 
 
2）サンゴ幼生変態誘引物質の作用機序の解
明． 
 
 
３．研究の方法 
 

1）2属 3種の（トゲスギミドリイシ，コユビ
ミドリイシ，ルリサンゴ）幼生を用い，変態

誘因活性を指標に紅藻類のコブイシモに含

まれる変態誘因活性物質の単離・構造決定を

行なった． 
 
2）タヤマヤスリサンゴ幼生の変態誘引物質
である 11-deoxyfistularin-3を用い， 
その類縁体である様々なブロモチロシン誘

導体による活性評価を行なった．さら 11- 
deoxyfistularin-3 のタヤマヤスリサンゴ幼生
以外の造礁サンゴ幼生に対する活性試験も

行なった． 
 

４．研究成果 

 

1）ルリサンゴ幼生の変態現象を増強させる
新規マクロリドである luminaolideの単離・
構造決定に成功した．この新規変態誘因物質

（25.6 ng/mL）はコブイシモ抽出物が有する
変態誘引活性を 25.9 ± 7.4%から 92.6 ± 2.9%
に増強させる役割があることが判明した． 
 さらに，この物質はトゲスギミドリイシ，

コユビミドリイシ幼生の変態現象も増強さ

せる働きを有する． 
 
2）タヤマヤスリサンゴ幼生における変態誘
引物質 11-deoxyfistularin-3 の構造活性相関
研究によって，その活性のファーマコアが 2
つのスピロイソオキサゾリン骨格であるこ



とが判った． 
 さらにそのスピロイソオキサゾリン骨格

内のヒドロキシル基をアセチル化すること

によって急激な活性低下が生じることが判

った．これら結果より，変態誘引物質とその

受容体の相互作用には，スピロイソオキサゾ

リン骨格内のヒドロキシル基が重要な役割

をはたしていると推察された． 
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